
十和田湖および奥入瀬渓流 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定区分 国指定文化財 

種別 特別名勝及び天然記念物 

名称 十和田湖および奥入瀬渓流 

所在地 青森県十和田市、秋田県小坂町 

指定年月日 昭和 27 年 3 月 29 日 

概要 

十和田湖は、奥羽山脈の北端に位置する二重陥没火口湖（カルデラ

湖）で、植生豊かな湖辺一帯の山岳と共に、形状、色彩にきわだった

美しさを見せている。 

また、奥入瀬渓流は、子ノ口から焼山近くまでの約 14km の渓流で、

両側をつらねる岩壁、太古をしのばせる樹林、数多くの滝、苔むす岩

等により、自然が造形した美の極致と言われている。 

「十和田湖および奥入瀬渓流」は、昭和 3 年 4 月 12 日に国の名勝

及び天然記念物に指定され、昭和 27 年 3 月 29 日に国の特別名勝及

び天然記念物に追加指定された。 


